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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人日本

ばね工業会（JSMA）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，工業標準原案を具して日本工業規格を

改正すべきとの申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本工業規格で

ある。これによって，JIS B 2704-1:2009 は改正され，この規格に置き換えられ，また，JIS B 2709-1:2009

は廃止され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 

JIS B 2704 の規格群には，次に示す部編成がある。 

JIS B 2704-1 第 1 部：基本計算方法 

JIS B 2704-2 第 2 部：仕様の表し方 
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コイルばね－第 1 部：基本計算方法 
Coil springs-Part 1: Basic calculation methods 

 

1 適用範囲 

この規格は，一般に使用するばねのうち，円形断面の金属材料を用いた，圧縮コイルばね，引張コイル

ばね及びねじりコイルばね（以下，ばねという。）の基本計算方法について規定する。 

 

2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。これらの

引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS B 0103 ばね用語 

JIS B 0156 ばね記号 

JIS B 2711 ばねのショットピーニング 

JIS G 3521 硬鋼線 

JIS G 3522 ピアノ線 

JIS G 3560 ばね用オイルテンパー線 

JIS G 3561 弁ばね用オイルテンパー線 

JIS G 4314 ばね用ステンレス鋼線 

JIS G 4801 ばね鋼鋼材 

JIS H 3260 銅及び銅合金の線 

JIS H 3270 ベリリウム銅，りん青銅及び洋白の棒並びに線 

 

3 用語及び定義 

この規格で用いる主な用語及び定義は，JIS B 0103 による。 

 

4 材料 

ばねに用いる材料は，表 1 による。表 1 に示す○印は，用途ごとの推奨材料を示す。表 1 以外の材料及

び他の用途に使用する場合は，受渡当事者間の協定による。 
 


